
 研究結果 

 本研究は、下記の三つの部分に分けて展開されてきた。 

  

 一つ目は、中国における日系小売企業のグローバル戦略である。具体的には、代表企業としてロ

ーソンとイトーヨーカ堂の事例を取り上げ、出店戦略、店舗管理、仕入れ、物流、サプライヤー管

理といった要素を考察したうえで、両社のビジネスシステムの比較分析を行った。その結果、ロー

ソンは集権ー標準型ビジネスシステムを採用し、長期的志向を特徴とするグローバル戦略を駆使す

るのに対し、イトーヨーカ堂は分権ー適応型ビジネスシステムを採用し、短期的志向を特徴とする

グロバール戦略を駆使する結論が得られた。さらに、同じく日系企業とは言え、実際にそれぞれ異

なる戦略を中国市場で駆使していることが新たに発見した。 

 

 二つ目は、不況時における外資系小売企業の戦略転換である。世界不況が長引いているなか、個

人消費の冷え込みによる小売業の不振が特に深刻である。厳しい経営環境のなか、いかにこれまで

の成長を維持していくのかは、外資系小売企業が直面する大きな問題となった。そこで、本研究

は、日本と米国それぞれの事例を用いて、出店戦略、サプライ・チェーン・マネジメント戦略、お

よび店舗管理戦略の側面から日米小売企業の不況時の戦略転換を分析した。 

 

 三つ目は、外資と現地企業の相互作用である。具体的に、外資企業が現地企業に先

進的な技術や経営ノウハウをもたらしたと同時に、現地企業の生存を脅かす存在にも

なった。それらのジャイアントに現地企業がどう対応すべきか。そこで、本研究は、

現地企業を国有企業と民営企業に分けて、両者の外資への対応策を分析した。その結

果、国有企業は、政府主導の合弁合併を通して規模の拡大を図り、その上で経営能力

を徐々に強化していくという戦略をとっており、民営企業は、ニッチャ戦略を駆使し

て、特定なビジネスにフォーカスし、そこで徹底的な経営改革を行うことによって利

益率を上げる戦略を駆使していることを明らかにした。 
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